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研究成果の概要（和文）： 
 近年中国で新たに公開された档案（文書）史料や内部資料、実務経験者や中国人研究者への
ヒアリングを駆使し、中華人民共和国建国以降の政策決定過程を実証的に分析し、学術雑誌等
で研究成果を公表した。メンバーの諸研究は、今日多元化が進む中国の政策決定過程の諸相を
描き出しただけでなく、政策決定過程に関与する諸アクターを歴史の中に位置づけた。これら
の実証分析を踏まえ、中国の政策決定過程分析のためのモデルの検討を行った。その結果、中
国の政策決定過程分析には多元主義の視角がますます重要になってきており、大国化する中国
にとって特に国際要因が無視できないものとなってきていることが分かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

We collected archives and inner-circulated documents, interviewed government 
officers and Chinese researchers, and analyzed the policy-making of China after 1949. 
Each member of this project published the research in journals and books. These researches 
not only depicted various aspects of the policy-making which has been becoming more 
pluralistic, but also evaluated the actors of policy-making in history. Based on these 
researches, we discussed a model for analyzing the policy-making of China. We realized 
that a pluralistic model is getting more important. Specifically, we discovered that 
international factors are indispensable as China becomes a global power through entering 
the global market economy. 
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研究分野：複合新領域 
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１．研究開始当初の背景 
 中国の政策決定過程研究をめぐっては、近
年、（1）档案（文書）などの史資料の公開の

進展、（2）中国人研究者による政策決定過程
研究の進展、（3）中国の実務官僚や有識者へ
のヒアリング調査の機会の拡大、といった研
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究環境の変化を受けて、多くの新しい研究成
果が発表されてきた。しかしながら、既存研
究においては、次の 2 つの課題が残された。
（1）特に日本の研究において、中国の政策
決定過程を分析するためのモデル構築が十
分になされてこなかった。各政策分野ごとの
事例研究や実証分析だけでなく、政策決定理
論との対話やモデル化の作業を同時進行的
に行い、中国の政策決定過程をより深く包括
的に捉える必要がある。（2）中国現代史研究
と現状分析研究の断絶がみられる。既存の研
究の多くが現状分析であり、新規公開された
史資料を活用した中国現代史研究との架橋
が完全に途絶えてしまっている。中国の政策
決定過程における各アクターの役割を、歴史
の中で捉える作業も進めていく必要がある。 
 
２．研究の目的 
 上記の問題意識に立ち、本研究は（1）政
策決定過程モデルの構築と、（2）事例研究の
発展を行う。（1）では、研究代表者がかつて
提示した、既存の支配的モデルであるエリー
トモデルと、改革開放以降ますます重要とな
る多元主義モデルの2つを議論の叩き台とし、
今日の中国の政策決定過程を見る上での両
モデルの共棲可能性を探る。（2）では、官僚
機構、利益集団、国際世論の政策決定への影
響力を、近年公開された史資料や関係者への
インタビュー調査を駆使して、実証的に解明
すると同時に、各アクターを歴史の中に位置
づける。 
 
３．研究の方法 
 本研究チームは、（1）モデル構築班（国分、
小嶋、阿南、山口）と、（2）事例分析班の2
つに分かれて研究活動を行い、さらに事例分
析班は①史資料調査組（磯部、大澤、兪、杉
浦）と②インタビュー組（林、青山、星野、
呉）を組織した。モデル構築班は、①既存の
国内外の事例研究の整理・分類、②近年の政
策決定過程理論の整理と現代中国研究への
適応可能性の検討、③欧米ならびに中国の研
究者との意見交換を主要な任務とした。事例
分析班の史資料調査組は、中国外交部档案館
をはじめとする各種档案館、北京大学図書館、
国家図書館に赴き、档案史料や内部資料の収
集・整理を行い、それらを活用して官僚組織
やシンクタンクの政策決定過程における役
割を実証的に解明する。インタビュー組は、
実務官僚、政府系シンクタンクの研究員、
党・政府機関に一定の影響力を及ぼしうる研
究者、各種社会団体関係者、マスメディア関
係者などにヒアリング調査を実施し、利益集
団や国際世論の政策決定過程における影響
力を明らかにした。 
 
４．研究成果 

 事例分析班メンバーによる諸研究は、大量
の档案史料、内部文書、近年出版された回顧
録、実務官僚や中国人研究者へのヒアリング
などを駆使して、政策決定過程における官僚
機構やシンクタンクの役割を、歴史の中で検
討した。従来の研究において、特に対外政策
決定過程については、毛沢東や周恩来、鄧小
平といった指導者の決定がトップダウン形
式で実行されるという理解が強かった。これ
に対し事例分析班メンバーの諸研究は、官僚
機構が 1950年代やポスト文革期の時点にお
いて、トップダウン構造下での政策執行機関
としてだけでなく、政策提言や情報提供機構
としても一定程度機能していたということ
を明らかにした。しかしそれは、国内政治の
状況如何に大きく左右された。また、中国共
産党の一党独裁体制や党の指導の維持とい
った核心問題に関わる領域での政策決定は、
一貫して党の最高指導者層によってなされ
続けた。このことは例えば、政治的に比較的
自由であった 1980年代においてさえもプロ
パガンダや言論・出版の自由に関する政策が
党・政府の指導者層に握られていたことを明
らかにした事例分析班メンバーの研究から
見てとれる。 
 上で触れたように、中国の政策決定過程に
おいてはエリート主義の傾向が強く存在し
てきたものの、改革開放政策にともなう経済
発展と利益の多元化を遂げた中国社会から
のさまざまな要求は、政策決定過程において
無視できない要素となっている。事例分析班
の実証研究が示したように、さまざまな権利
意識を持ち始めた都市住民、労働者、女性た
ちが、既存の意見表出ルートを利用したり、
国際世論や国際レジームが持つ力を活用し
たりして、自分たちの利益を訴えており、政
治過程の場に入り込んできている。現時点に
おける彼らの行動には、不十分な組織化、当
事者内での利益や意見の不一致などの問題
が存在しており、彼らの政策決定過程への浸
透は決して順風満帆とは言えない。 
しかしながら、中国がグローバルな市場経
済への融合を通じて大国化している趨勢を
鑑みれば、国際世論や国際レジームがもたら
す影響力が、中国の政策決定過程に対して今
後ますます重要になると思われる。にもかか
わらず、先行研究では国際要因の役割の分析
は十分に行われていない。国際要因が政策決
定過程の場にいる諸アクターにどのように
作用しているのかについては、本研究チーム
の今後の課題としていきたい。 
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